
 

 

  

さいたま市内遺跡発掘調査成果発表会 
 

発表要旨 

日 時 令和2年9月19日（土）10時～11時45分 

会 場 大宮北公民館 レクリエーションホール 

主 催 さいたま市教育委員会 

協 力 さいたま市遺跡調査会 

令和2年度 

調査状況（南中丸下高井遺跡） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さいたま市内遺跡発掘調査成果発表会 

プログラム 

 9時45分  開場・受付開始 

 

 10時00分  開会あいさつ 

 

 10時05分  発表①「内道西遺跡（第7次）」   

さいたま市教育委員会 主 任 橋本 玲未・・・・・・  ２頁 

 

 10時30分  発表②「真福寺貝塚（K・L地点）」         

さいたま市教育委員会 主 査 吉岡 卓真・・・・・・  ４頁 

 

 11時10分  発表③「中野田中原遺跡（第9次）」        

さいたま市遺跡調査会 主任調査員 山田 尚友・・・・  ６頁 

 

 11時40分  閉会あいさつ 

 

 

 ＜紙上発表＞ ④「側ヶ谷戸貝塚（第12次）」         

さいたま市遺跡調査会 主任調査員 石原 祐介  ・・・・ ８頁 

 ＜紙上発表＞ ⑤「南中丸下高井遺跡（第5次）」      

さいたま市教育委員会 主 査 吉岡 卓真 ・・・・・・１０頁 

 ＜紙上発表＞ ⑥「相野谷2号遺跡（第1次）」      

さいたま市教育委員会 主 任 橋本 玲未 ・・・・・・１２頁 

 ＜紙上発表＞ ⑦「白鍬宮腰遺跡（第18次）」        

さいたま市教育委員会 主 事 山川 瞳  ・・・・・・１４頁 

 ＜紙上発表＞ ⑧「別所遺跡（第12・13次）」       

さいたま市遺跡調査会 調査員 立川 愛絵 ・・・・・・１６頁 

 

 自由参加 
 13時00分～ 「最新出土品展2020」展示解説 市立博物館「特別展示室」 
    

※コロナ感染拡大防止のため、入室定員は13名（解説者含む）となっています。 

定員を超えた場合は、入替制で実施しますので御了承ください。 

 

 
 

 

 

さいたま市PRキャラクターつなが竜ヌゥ 

 

     



 

 

 

発表遺跡とさいたまの地形 

 

① 内道西遺跡（中央区） ⑤ 南中丸下高井遺跡（見沼区） 

② 真福寺貝塚（岩槻区） ⑥ 相野谷２号遺跡（中央区） 

③ 中野田中原遺跡（緑区） ⑦ 白鍬宮腰遺跡（桜区） 

④ 側ヶ谷戸貝塚（大宮区） ⑧ 別所遺跡（南区） 

 

 

 

 

 

 

【令和元年度データ】 
 

■さいたま市の総面積   ２１７．４９    

■さいたま市の遺跡数   １，１２８ヶ所 

■さいたま市内発掘調査件数       １９件（さいたま市教育委員会６件、さいたま市遺跡調査会１２件、日本大学１件） 

■さいたま市内試掘・確認調査等件数   ２５５件 
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内道
うちみち

西
にし

遺跡（第７次）の発掘調査

  

さいたま市教育委員会 主任 橋本 玲未 
 

１． 所 在 地 さいたま市中央区上峰２丁目 

２． 調査主体  さいたま市教育委員会 

３． 調査担当者  永瀬史人 鈴木久雄 

４． 調査目的  個人住宅建設に伴う発掘調査 

５． 調査期間  2019年3月26日～4月19日 

６． 調査面積  75.04㎡ 

７． 遺跡の立地と環境 

内道西遺跡は、さいたま市中央区上峰２丁目、

JR 埼京線与野本町駅から西南西に約１km の距離

に所在する。大宮台地の西縁に位置し、遺跡内の

標高は約12～13ｍである。南側に隣接する諏訪坂

遺跡、東側の内道東遺跡、北側の相野谷１号遺跡・

相野谷２号遺跡にかけて、縄文時代早期から平安

時代にかけての遺跡が分布している。 

 今回の調査区は、遺跡内でも台地の西端に近い

位置にあり、南側の道路を挟んだ向かい側では、

過去の確認調査で縄文時代中期の竪穴住居跡など

が確認されている。 

８． 調査の経過 

調査区は北東、北西、南西の３区画に分けて、こ

の順に表土除去及び調査を行った。現地表面から

遺構確認面までの深さは約40cmである。遺構は各

時代のものが重複している様子がみられ、それぞ

れの新旧関係の把握を行いながら覆土の掘削を行

った。 

９． 調査の成果 

確認された遺構は、縄文時代の炉跡１基、ピット、

弥生時代の竪穴住居跡 1 基、古墳時代の竪穴住居

跡１基、中世以降とみられる溝１条、竪穴状遺構１

基である。 

縄文時代の炉跡は、北西側調査区の確認面上で

検出された。北半分は後述の溝に切られており、

南半分のみが残存していた。周囲にはピットも多

く検出されており、掘り込みが浅い、あるいは平

地式の住居跡とみられる。炉跡の南東側では、縄

文時代中期の土器を伴う土坑が検出されており、

同時期の遺構である可能性も考えられる。 

弥生時代の住居跡（第４号住居跡）は北西・南

西側調査区にまたがって検出された。平面形状は

直径約 4.5ｍの円形で、壁周溝を持ち、確認面か

ら床面までの深さは約60cmを測る。床面には貼床

が認められ、中央よりやや北側に炉跡がみられた。

住居跡の形態や出土した遺物から、弥生時代後期

の住居跡と思われる。 

古墳時代の住居跡は東側調査区で検出された。

北側と西側の壁が調査区内に位置し、東側は調査

区外に続く。後述の溝に切られているほか、南側

は攪乱や竪穴状遺構で破壊されており南壁は検出

されなかった。壁周溝を持ち、床面には柱穴とみ

られるピットも複数検出された。遺物の出土は少

なく、また大半が縄文土器の破片であったが、土

師器の破片も出土しており、古墳時代の遺構と考

えられる。 

溝は東西方向に延びており、重複する他の遺構

よりも新しい。覆土の様相や陶磁器等の出土遺物

から、中世以降の遺構と思われる。 

１０． まとめ 

 内道西遺跡のこれまでの発掘調査は、今回の調

査地点より南側で実施されており、今回の調査で

縄文時代中期及び弥生時代後期、古墳時代の集落

域の北側への広がりが明らかとなった。 

 

 

 

第１図 調査位置図（１／25,000） 
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写真１ 弥生時代後期の住居跡（南側）        写真２ 弥生時代後期の住居跡（北側） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ 縄文時代中期の遺物出土状況 

（土坑） 

 

 

                                     写真４ 古墳時代の住居跡と柱穴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真５ 北東側調査区の調査実施状況 

（中央付近に縄文時代の炉跡） 

 

 

                                    写真６ 中世以降の溝（東側調査区） 
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真福寺
しんぷくじ

貝塚（K・L地点）の発掘調査 
 

さいたま市教育委員会 主査 吉岡 卓真 
 

１．所 在 地   さいたま市岩槻区城南3丁目 

２． 調査主体 さいたま市教育委員会 

３．調査担当者 吉岡卓真 

４．調査目的  史跡整備事業 

５． 調査期間  2019年6月25日～2020年1 

 月7日 

６． 調査面積  87㎡ 

７． 調査に至る経緯 

さいたま市では、国指定史跡である本遺跡を

整備するための事業の一環として、平成28年

度から史跡内の発掘調査を継続している。令和

元年度からは、低湿地（泥炭層）を有する史跡

西側の調査を開始した。 

今回の調査地点は、これまでに貝塚や住居跡

が確認された史跡東側の居住域と、史跡西側に

広がる谷部（低湿地）をつなぐ中間地点の西側に

あたる。 

調査区は、居住域側から谷部の方向に、２ヵ所

設定し、谷の縁辺部や、居住域内側に広がる窪地

内の土地利用状況を解明するための調査を行っ

た。 

８．遺跡の立地と環境 

さいたま市の東部、東武アーバンパークライ

ン岩槻駅から南東約1.6㎞、岩槻区城南３丁目

に所在する。遺跡の標高は、貝塚や住居跡が所

在する遺跡東側で約13 、かつて籃胎漆器や木

製品が出土した西側の谷部（低湿地）で約９ 

を測る。 

９．調査の経過 

 調査は、泥炭層遺跡発見の契機となり、現在も

谷の中に所在する、溜池を挟んで、北側と南側の

２ヶ所を中心に実施した。 

 調査区の規模は、幅約１～２ 、長さは北側が

51 、南側が 20ｍである。北側の調査区は、か

つて谷部で行われた泥炭層調査地点周辺と、平

成30年度まで実施した窪地内の調査地点をつな

いでいる。そして南側は、台地部から谷の縁辺部

を中心とする。 

１０．調査の成果 

 北側の調査区では、平成 30 年度の調査区に近

い東側を中心に、晩期中葉の黒色土が厚く堆積し

ており、一部、土器が局所的に集積する様相が認

められた。なお窪地内の地山は、調査区東端から

中間までは、概ね谷のある西側へ向けて傾斜する

が、調査区の中間から谷の手前では、一転して緩

やかに立ち上がるなど、現在の地表面とは異なる

地形の起伏があることが明らかとなった。また谷

の縁辺部では、晩期前葉の時期に、土器を多量に

含む暗褐色土層と、あまり遺物を含まない黄褐色

土層が互層をなし、谷を埋積する様相が認められ

た。 

南側の調査区でも、谷の縁辺部にて、後期中葉

の貝層と、後期中葉から後葉を主体とする土層が

谷部を埋積する様相を確認した。さらに谷に接す

る台地上からは後期前葉の住居跡を検出した。 

１１．まとめ 

今回の調査により、居住域の広がりが、従来の

想定よりも、史跡西側の谷部周辺にまで広がるこ

とや、谷の縁辺部では、土器や獣骨を含む厚い土

層や貝層により、谷部を積極的に埋積し、谷の傾

斜を緩やかなものにした様子が認められ、活発な

土地利用が行われていたことが明らかとなった。 

第１図 調査位置図（１／25,000） 
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写真１ 谷を埋積する貝層と遺物包含層（南側調査区） 

 
 

                              
   

写真２ 窪地内の土器出土状況（北側調査区）         写真３ 谷縁辺部の調査状況（北側調査区） 

写真４ 谷部遺物出土状況（南側調査区） 写真５ 住居内出土土器（南側調査区） 
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中野田
な か の だ

中原
なかはら

遺跡(第９次)の発掘調査 

 

さいたま市遺跡調査会 主任調査員 山田 尚友 

 

１．所 在 地 さいたま市緑区大字中野田 

２．調査主体 さいたま市遺跡調査会 

３．調査担当者 山田尚友 柳田博之 石原祐介 

４．調査目的  土地区画整理事業に伴う発掘

調査 

５．調査期間 2019年9月17日～12月25日 

６．調査面積  739㎡ 

７．遺跡の立地と環境   

  さいたま市の東部、大宮台地鳩ヶ谷支台の一舌

状台地上に立地する。東側には綾瀬川の右岸に広

がる沖積低地があり、北側と南側にはおぼれ谷が

入り込んでいる。 

  周辺では東側に縄文時代中期と弥生時代後期、

平安時代の住居跡が発見されている中野田島ノ

前遺跡や縄文時代前期、弥生時代後期や平安時代

の住居跡が検出された中野田堀ノ内遺跡がある。

南東側の谷を挟んで、弥生時代中期～古墳時代前

期の集落跡である下野田本村遺跡、弥生時代後期

と平安時代の集落跡である下野田稲荷原遺跡が

ある。 

８．調査の経過 

 調査は全面表土を重機により削去した後、遺構

の調査を実施した。表土を削去した結果、住居跡

などを検出した。 

９．調査の成果 

 調査区は第５次調査の西側、遺跡の西端に当た

るところで、縄文時代の住居跡２基・土坑22基、

弥生時代後期住居跡11基、中世火葬跡15 基、近

世以降溝２条などを検出した。 

 縄文時代の住居跡は出土遺物があまりなく時

期を確定できない。検出された土坑のうち３基は

落とし穴であった。 

弥生時代後期の住居跡は規模で分けると、大

型、中型、小型があり、大型住居跡３基は火災住

居である。第126号住居跡はこの遺跡のこれまで

の調査の中で規模の大きい住居跡の一つに当た

る。また、第127号住居跡では炉跡が火皿になっ

ていることが特徴的である。大型の第122号、126

号住居跡は近接しており、また小型の住居跡では 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重複関係がみられ、数期にわたって集落が営まれ

たことが明らかになった。 

中世の火葬跡については本遺跡では初めての

検出であるが、遺存状態が悪く、本来の形をとど

めないものが多い。第３号火葬跡では瀬戸系の陶

器平碗が出土しており、15世紀後半の遺構と考え

られる。第7号火葬跡ではかわらけ、第10号火

葬跡では銭貨が出土している。全体として、炭化

材は残るものの、焼骨の検出量が少ないことか

ら、火葬墓とするよりは火葬施設と考えられる。

又、周辺では板碑片が出土した。 

１０．まとめ 

  今回の調査では縄文時代・弥生時代後期の住居

跡や中世の火葬跡など様々な時期の遺構が検出

された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第１図 調査位置図(１/25,000) 
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写真１ 調査区完掘状況 

写真２ 弥生時代後期の住居跡           写真３ 縄文時代の土坑 

                            （落とし穴） 

 

 

 

 

 

 

写真４ 中世の火葬跡 
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側ヶ谷戸
そ ば が い と

貝塚
かいづか

（第12次） 

 

さいたま市遺跡調査会 主任調査員 石原 祐介 
 

１．所 在 地  さいたま市大宮区三橋四丁目 
２．調査主体  さいたま市遺跡調査会  
３．調査担当者 石原祐介 山田尚友 柳田博之 
４．調査目的  分譲住宅建設に伴う発掘調査 

５．調査期間  2019年4月1日～11月2日 

６．調査面積  874.83㎡ 
７．遺跡の立地と環境  

側ヶ谷戸貝塚は JR 大宮駅から南西に約2.5ｋ

ｍに位置し、遺跡範囲の北端にはさいたま市立大

宮国際中等教育学校（旧大宮西高等学校）が立地

している。西側約500ｍには鴨川が蛇行して流れ

ている。地形的には大宮台地日進与野支台の西側

で、南側に突出した小台地上に立地している。本

調査区域は遺跡内では中央部のやや南寄りに位

置する。調査区域の地表における標高は12ｍ前後

で、遺跡範囲外で南西側の低地との比高は約3.9

ｍを測る。 
８．調査の経過 

排土置き場の関係上、北側と南側の２区に分け

て調査を実施している。 

９．調査の成果  

今回の発掘調査は第 12 次の調査に該当し、遺

構としては縄文時代の住居跡１基・土坑７基・ピ

ット群、縄文時代前期関山式期の住居跡３基・土

坑３基、縄文時代前期諸磯式期の住居跡３基・土

坑４基、縄文時代中期加曽利Ｅ式期の住居跡２基、

弥生時代後期後半から古墳時代前期初頭頃の住

居跡８基・土坑３基、古墳時代後期の古墳跡周溝

２条、土坑１基が検出されている。 

縄文時代前期関山式期の住居跡は３基中２基

（第３・14号住居跡）が貝層を伴っており、第14

号住居跡は貝層が厚いところでは約 30cm 堆積し

ている。弥生時代後期後半から古墳時代前期初頭

頃の住居跡では８基中５基の住居跡で重複関係

が確認され、また３基の住居跡では周縁部に段状

の施設（ベット状遺構か）が検出されている。調

査区南側から中央部にかけては、古墳時代後期と

比定される円墳の周溝跡が重複して２基検出さ

れ、南側の第18号墳周溝は中央部の第19号墳周

溝及び陸橋部分を一部壊して構築されている。第

19 号墳周溝内では円筒埴輪片や完形の土師器が

出土しており、６世紀後半頃の時期が比定される。

第 18 号墳周溝内では様々な時期の土器が出土し

ているが、混入した遺物と比定される。他の遺構

との重複関係から７世紀代の時期が比定される。

また、古墳時代後期と比定される第７号土坑は北

側の第 19 号墳周溝の内部で検出され、鉄製品の

刀子などが出土している。竪穴状を呈する第 19

号墳の古墳主体部の可能性がある。 

１０．まとめ 

 今回の調査では側ヶ谷戸貝塚として新たに貝

層を伴う住居跡２基が検出され、遺跡範囲中央部

付近にも貝塚が存在することが確認できた。弥生

時代後期から古墳時代前期の住居跡は本調査区

西側の第４次調査や本調査区南側の第 11 次調査

でも検出されており、中央部付近での集落の拡が

りが新たに確認された。側ヶ谷戸古墳群としては

第 18・19 号墳の古墳跡は周溝２基が検出された

が、側ヶ谷戸古墳群内で初めて古墳同士での重複

関係が確認され、本調査区付近は古墳跡が密集し

て構築されている可能性がある。 

 

第１図 調査位置図(１/25,000) 

<紙上発表> 
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              写真１ 調査区南側全景

                   写真２ 第 14 号住居跡貝層検出状況 

写真３ 第 19 号墳周溝土器出土状況          写真４ 第７号土坑刀子出土状況 
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南中
みなみなか

丸下高井
まるしもたかい

遺跡（第５次）の発掘調査 

 
さいたま市教育委員会 主査 吉岡 卓真 

 
１． 所 在 地 さいたま市見沼区大字南中丸 
２． 調査主体 さいたま市教育委員会 
３． 調査担当者 吉岡卓真 鈴木久雄 山形洋一 
４． 調査目的 個人住宅建設に伴う発掘調査 
５． 調査期間 2020年3月3日～3月30日 
６． 調査面積 66.52㎡ 
７． 遺跡の立地と環境 

さいたま市の中央部、JR大宮駅から東に約2.4

㎞に所在する。遺跡は西に芝川をのぞむ大宮台地

片柳支台の西縁に位置し、標高は約16 、西側の

見沼低地との比高差は約12 を測り、台地縁辺部

は急峻な斜面地を形成する。 

本遺跡は縄文時代中期後葉を主体とする集落

跡で、その範囲は東西約 150 、南北約 250 で

ある。なお、遺跡南端で実施された１次調査では、

縄文時代前期後葉の貝層を伴う住居跡や、古墳・

平安時代の住居跡も確認されている。 

遺跡周辺では、片柳支台西縁に沿って、縄文時

代中期に前後する時代の居住痕跡が確認されて

おり、南約300 の位置には、縄文時代前期後葉

の貝塚や住居跡が確認された中川貝塚、北約600

ｍには縄文時代後期初頭～前葉の住居跡が確認

されたＡ－69号遺跡が所在する。 

８．調査の経過 

 調査は排土置き場の都合により、南側部分と、

北側および西側部分に分けて実施した。調査はま

ず、確認調査で住居跡の存在が確認された南側か

ら開始し、その後、北側及び西側部分についてＬ

字形の調査区により調査した。 

９．調査の成果 

 今回の調査で検出した遺構は、縄文時代中期の

住居跡３軒、土坑９基である。遺物は18 平ケー

スで16箱分出土した。 

 南側調査区では、縄文時代中期後葉加曾利ＥⅠ

式期の住居跡を１軒検出した。住居跡の主軸は北

－南にあり、南端では埋設土器を伴い、住居中央

とその北側から炉跡を２ヶ所確認した。炉跡のう

ち、北側のものは、土器の上半部を再利用した土

器埋設炉である。なお、主柱穴は４本であるが、

周囲にはそれぞれ、別の柱穴が存在し、複数回の

建て替えが想定される。 

そして、その想定を裏付けるように南端で検出

した埋設土器の一部は、拡張後に掘られた壁周溝

により、南半分が消失していた。 

北側および西側調査区では、調査区の北西角か

ら、縄文時代中期中葉勝坂式期の住居跡を２軒重

複して検出したが、掘り込みは浅く、大部分は調

査区外に広がることを確認した。 

１０．まとめ 

本遺跡では、これまで４次にわたる調査が行わ

れ、多数の住居跡が確認されてきたが、その調査

地点はいずれも遺跡範囲の中央から南側に位置

していた。本地点は、これまでの調査地点に比べ

て遺跡内のやや北側に位置していたが、これまで

と同様、縄文時代中期の住居跡が複数確認された。 

したがって、当該期の集落範囲が本地点周辺に

まで広がることが明らかになった。 

 

 

 

 

 

 

  第１図 調査位置図（１／25,000） 

<紙上発表> 
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写真１ 住居跡（南側調査区） 
 

写真２ 住居内土器埋設炉（南側調査区）     写真３ 土器埋設炉立ち割り状況（南側調査区） 
  
 

写真４ 埋設土器検出状況（南側調査区）       写真５ 住居内土器出土状況（南側調査区） 
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相野谷
あ い の や

２号遺跡（第１次）の発掘調査

  

さいたま市教育委員会 主任 橋本 玲未 
 

１． 所 在 地 さいたま市中央区上峰２丁目 
２． 調査主体 さいたま市教育委員会 

３． 調査担当者 橋本玲未 鈴木久雄 

４． 調査目的 個人住宅建設に伴う発掘調査 

５． 調査期間 2019年4月17日～5月27日 

６． 調査面積 200㎡ 

７． 遺跡の立地と環境 

 相野谷２号遺跡は、さいたま市中央区上峰２丁

目、JR 埼京線与野本町駅から西南西に約１km の

距離に所在する。大宮台地の西縁に位置し、遺跡

内の標高は約 12～13ｍである。南側に隣接する

諏訪坂遺跡、内道西遺跡、東側の内道東遺跡、西

側の相野谷１号遺跡にかけて、縄文時代早期から

平安時代にかけての遺跡が分布している。これら

の遺跡群の北側には、西側の荒川の谷から支谷が

東に向かって入り込んでおり、この支谷から、複

数の小支谷が南に入り込み、支谷の間は舌状台地

となっている。本遺跡は、西側から一つ目と二つ

目の小支谷に挟まれた舌状台地の付け根の部分

に位置する。舌状台地の先端にかけては宮前西遺

跡が立地しているが、既に住宅地として造成が進

んでおり、確認調査によって遺構・遺物が発見さ

れた事例はない。 

８． 調査の経過 

 調査区は西側・東側に分割し西側から表土除去

及び調査を行った。西側調査区については、確認

調査の際に攪乱が著しく調査対象外とした調査区

北側部分についても、攪乱の下に遺構が伸びるこ

とが判明したため、東側調査区の表土除去と同時

に北側への調査区拡大を行った。 

９． 調査の成果 

確認された遺構は、縄文時代早期のファイアー

ピット１基、住居跡２基、縄文時代中期の住居跡

１基、縄文時代（時期不明）の住居跡１基、土坑

35基、中世以降の溝２条である。 

縄文時代早期のファイアーピットは調査区の北

東端で確認された。丁字状の平面形状を持ち、３

箇所の突端部分それぞれに焼土の堆積及び内部の

被熱硬化がみられた。遺物は縄文時代早期の条痕

文土器が出土した。 

縄文時代早期の竪穴住居跡２基は調査区の中央

北側付近で確認された。残存するのは、それぞれ

円形と思われる住居跡の南半分で、北側は攪乱（中

世の溝等）により失われている。残存部分の掘り

込みは浅く、出土遺物も少ないが、縄文時代早期

の撚糸文土器、貝殻文土器、条痕文土器の破片が

出土した。 

縄文時代中期の竪穴住居跡は調査区北西側で確

認された。平面形状は東西にやや長い長円形で、

一部を中世の溝に切られている。大きさは東西方

向約５ｍ、南北方向約 3.5ｍを測る。確認面から

床面までの深さは約20㎝である。遺物は縄文時代

中期、阿玉台式土器が出土しており、住居跡の時

期も同時期と思われる。 

１０．まとめ 

今回の調査地点より北側は、北側の支谷に向か

って傾斜する地形で、既に造成が行われており、

確認調査による遺構等の検出事例もないことから、

今回の調査地点が、諏訪坂遺跡・内道西遺跡・内

道東遺跡と広がる遺跡群の北端を示すと思われる。

遺跡の時代も、これまで縄文時代中期～後期の遺

跡の所在が想定されていたが、早期の遺跡につい

ても広がりが判明した。 
 
 

第１図 調査位置図（１／25,000） 

<紙上発表> 
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   写真１ 縄文時代早期のファイアーピット      写真２ ファイアーピット内焼土の断面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ 縄文時代早期のファイアーピット（手前）と住居跡（奥） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真４ 縄文時代中期の住居跡 
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白鍬宮腰
しらくわみやこし

遺跡（第18 次）の発掘調査

  

さいたま市教育委員会 主事 山川 瞳 

 

１． 所 在 地  さいたま市桜区大字白鍬   

２． 調査主体 さいたま市教育委員会 

３． 調査担当者 鈴木久雄 

４． 調査目的  個人住宅建設に伴う発掘調査 

５． 調査期間  2019年11月18日～12月4日 

６． 調査面積 28．8㎡ 

７． 遺跡の立地と環境 

白鍬宮腰遺跡は、さいたま市桜区の北西部にあ

り、現在周知されている範囲は、南北約650ｍ、東

西約 200ｍの小判形である。遺跡のすぐ西側を鴨

川が流れている。遺跡の標高は約８ｍから 9.5ｍ

で、西側の低地との差は約１～２ｍである。 

周辺には市指定史跡の「かね山古墳」・「権現塚

古墳」など、古墳時代の遺跡が多く存在しており、

特に南東に隣接する白鍬遺跡と本遺跡とは一体の

ものと想定される。    

８． 調査の経過 

調査は住宅建設部分で遺構が検出された範囲

を対象として実施した。重機により表土を除去し

た後、置場の調査を行った。 

９．  調査の成果 

今回の調査区は第11次調査の北側にあたり、ま

た遺跡の北端でもある。 

検出された遺構は、古墳時代後期の周溝1条の

みで、遺物は 18 平ケースで３箱分出土した。古

墳の周溝は、北西から南東にやや曲線状に延びて

いた。また南側では遺構の端が確認されたが、北

側は調査区外に延びる。周溝の底面は、調査区東

側では若干高くなるが、おおむね平坦である。 

この周溝からは円筒埴輪の破片が７カ所で出土

した。いずれも調査区中央より東側で見つかって

おり、底面より約45 ㎝～70cm 上の土層から見つ

かった。周溝内からは縄文時代中期とみられる縄

文土器の大型破片も多く出土した。 

調査区の西側付近では、周溝の底面より約20㎝

～45cmの土層から台付甕の底部が出土した。 

１０．まとめ 

 今回の調査区からは古墳の周溝が１条見つかっ

た。この周溝に由来する古墳について、南側に所

在する市指定史跡の「かね山古墳」との関連が想

定されるが、過去の調査結果から判明した溝の方

向や規模が異なるため、別の古墳の周溝である可

能性が高い。 

今回の調査によって白鍬宮腰遺跡の北端まで古

墳が存在していたことが分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１図 調査位置図（１／25,000） 

<紙上発表> 
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写真１ 調査風景 

写真６ 円筒埴輪の出土状況（２） 

写真３ 台付甕の出土状況 写真４ 周溝の完掘状況 

写真２ 周溝の土層 

写真５ 円筒埴輪の出土状況（１） 
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別所
べっしょ

遺跡（第12・13次）の発掘調査 

                                                     

さいたま市遺跡調査会調査員 調査員 立川 愛絵 

 

１．所 在 地 さいたま市南区別所2丁目 

２．調査主体 さいたま市遺跡調査会 

３．調査担当者  山田尚友 柳田博之 

 石原祐介（13次） 

４．調査目的 12次:分譲住宅建設に伴う発

掘調査 

  13次:仮設校舎建設に伴う発

掘調査 

５．調査期間  12次:2019年7月8日～2019

年9月13日 

13次:2019年9月10日～2020

年3月19日 

６．調査面積  12次：160㎡ 

 13次：734.0㎡ 

７．遺跡の立地と環境 

 遺跡はＪＲ武蔵浦和駅の真北300ｍ、大宮台地

の先端、荒川に面した標高12ｍ程の台地縁辺に立

地する。周辺には別所二丁目遺跡、別所子野上遺

跡、白幡上ノ台遺跡等が存在する。 

８．調査の経過 

 調査は重機で表土を削去したのち、手堀での

調査を行い、生活跡等を検出した。 

 なお、第12次調査では排土の都合上、表土削

去を２区に分けて行い、第13次調査では、同じ

く表土削去を２区に分けて行ったのち、それぞ

れ空撮を行った。 

９．調査の成果 

  第12次調査（第1図-１） 

第12次調査では、縄文時代中期の住居跡８基、

縄文時代の土坑 34 基・溝２条、近世土坑１基を

検出し、勝坂式土器や縄文時代中期の加曾利Ｅ式

土器、近世の陶磁器、石製品等が出土している。 

 ①第 97 号住居跡 調査区隅において長辺 4.1

ｍ、短辺2.45ｍの範囲のみ検出された。深さは約

50㎝である。検出した形状から、五角形を呈する

と思われる。炉はやや南寄りに作られており、炉

体土器を伴う。また壁際には周溝が巡る。出土し

た炉体土器が勝坂式土器であることから、当該時

期の住居跡と想定される。 

  第13次調査（第１図 ２） 

第 13 次調査では縄文時代中期の住居跡３基・

土坑８基、弥生時代後期の住居跡２基、古墳時代

前期の住居跡１基、中世の土壙 14 基、近世の溝

５条、土壙 26 基などを検出し、縄文時代の阿玉

台式土器、中世の銭貨、近世の銭貨やカワラケな

どが出土している。 

①第103号住居跡 直径4.5ｍの円形を呈する。

深さは 46 ㎝である。炉は中央東寄りに作られ、

火皿を伴う。壁際には周溝が巡り、住居跡中央に

固い床面がみられた。住居跡の形状及び出土遺物

から弥生時代後期の住居跡と想定される。 

 ②第101 号住居跡 長辺6.58ｍ、短辺6.26ｍ

の隅丸方形を呈する。深さは約 33 ㎝である。炉

は住居中央よりやや北西よりに作られており、壁

際には周溝が巡る。住居北側に一部固い床面がみ

られた。台付甕形土器などが出土しており、遺物

から古墳時代前期の住居跡と想定される。 

１０．まとめ 

 本遺跡はこれまで縄文時代、弥生時代、古墳時

代の３つの時期の住居跡が確認されており、これ

らは13次調査においても同様であった。しかし、

12 次調査では縄文時代の住居跡しか確認されて

おらず、これまでの調査とは異なる傾向がみられ

た。 

 

 

第1図 調査位置図（１／25,000） 

<紙上発表> 
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写真１ 96 号住居跡（第 12 次） 

 

 

 

                        写真２ 96 号住居跡 

出土土器 

 

写真３ 調査区全体写真（第 13 次） 
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発行日 令和２年９月１９日 

発 行 さいたま市教育委員会 

 生涯学習部文化財保護課 

                                                 ＴＥＬ 048-829-1724 

 ＦＡＸ 048-829-1989 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
真福寺貝塚の最新情報発信中 

～さいたま市ホームページ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この冊子は200部作成し、1部当たりの印刷経費は、98.65円です。 


